
“住友生命「Vitality」”加入者へのアンケート調査および歩数・血圧値に関する調査結果

「日経優秀製品・サービス賞 最優秀賞 日経ヴェリタス賞」を受賞！

　住友生命は、Vitalityお客さまアンケート調査や
Vitality会員の歩数、血圧値に関する調査を実施しま
した。その結果、加入前よりも健康を意識するようにな
った方が約93%を占め、行動の変化として1日あたりの
歩数は約17%増加、健康状態の変化として加入時に血

圧が高め(収縮期血圧値140mmHg以上)とされてい
た方の約48%が10mmHg以上下がっていることが分
かりました。また、加入後に生活の質が高まったように感
じている方が約84%を占めていることが分かりました。

　“住友生命「Vitality」”は、「2018年日経優秀製品・
サービス賞 最優秀賞 日経ヴェリタス賞」を受賞しまし
た。生命保険会社で初の５度目の受賞（※）となります。  
※2019年5月、住友生命調べ

過去の受賞商品
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働けなくなるリスクに備える生活保険

●「病気やケガで働けなくなってしまったとき」に
お客さまおよびそのご家族の生活をお守りし、
社会復帰をサポートすることをコンセプトとし
た、“強く生きていくための保険”です。

がん長期サポート特約

長期にわたるがんの治療費や
生活費をサポート！
●がんになり、治癒も病状の好転も見込めな

い所定の状態に該当すると診断されたと
き、死亡保険金の全部または一部を前払請
求できます。

2015年10月発売 2007年11月発売

千客万頼

健康に不安があり、
保険加入をあきらめていた方へ
●５つの告知項目に１つもあてはまらなければ保

険に加入できます。
●現在の病気が再発・悪化して入院・手術をされた

ときでも、給付金を支払います。
●医療保障も死亡保障も一生涯つづきます。

Ｖガード

５つの重度慢性疾患を保障！

●重度の高血圧症、重度の糖尿病、慢性腎不
全、肝硬変、慢性すい炎に該当した場合、お
よび死亡・高度障害に該当した場合に保険
金を支払います。

※後継商品である「LiVガード」を2015年10月に発売
以降、新規のご契約はお取扱いを停止しております。
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Vitalityに加入して、
生活の質が

高まったように感じる。
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加入後1月目（8,260歩）と2月目以降（9,655歩）を比較

行動の変化
POINT

2

加入前よりも、
「健康」を意識するようになった 93%住友生命によるアンケート調査結果。

回答数15,702。住友生命職員除く

意識の変化
POINT

1

2018/9月～11月契約のうち、加入時の収縮期血圧
が140mmHg以上の方が 対象保険 加入時に提出
された健康診断と加入後の健康診断結果を比較

オープンイノベーションの推進

　上記のような環境変化に伴って、昨今、X-tech（※1）領
域でのスタートアップ企業や社会課題解決を掲げる社
会起業家による起業が活発化し、存在感を高めていま
す。そうしたスタートアップ企業等とのオープンイノ
ベーション（※2）を推進し、「お客さま」「社会」「会社・職
員」の新たな共有価値を創造（CSV）することを目指し
て、2019年4月に新規ビジネス企画部を設置しました。
　新規ビジネス企画部を中心に関係各部が連携し
て、スタートアップ企業を含む様々な企業、自治体等
との関係深化を図るとともに、オープンイノベーショ
ンを通じて、①保険×テクノロジー（AI/IoT/VR等）
を活用した新商品／サービス／付加価値の創出、②
新しいマーケットや新たな顧客接点の開拓、③ヘルス
ケア等保険周辺分野での新規事業の創出に取り組ん
でいます（下図①～③の領域）。
　現在、顧客接点におけるAI活用や、モビリティを活
用した顧客体験の創造等、複数の実証実験（Proof of 
Concept）を開始しており、事業化に向けた検証を
行っています。
　また社内インキュベーション制度や、スタートアップ
企業への投資を通じた事業共創の仕組みなど、イノ
ベーション推進のための新たな仕組み創りを進めてい
ます。
※１ Fin-tech、Health-techなど、「業界」×「technology（デ

ジタル）」という形で既存の業界の商品・サービスを革新す
る動き。

※２ 企業が社内資源のみに頼らず、他社や大学、公的研究機関、
社会起業家など、広く社外から技術やアイデアを集めて組
み合わせ、革新的なビジネスモデルや製品・サービスの創
出へとつなげるイノベーションの方法論。

アクサ生命との提携による介護関連サービス
「ウェルエイジングサポートあすのえがお」の開始

　アクサ生命保険株式会社とともに検討・構築した介
護関連プラットフォーム「ウェルエイジングサポートあ
すのえがお」のサービス提供を東京・大阪周辺の一部
支社・営業部で開始しました。
　このサービスでは、専用コールセンターでケアマネ
ジャー等の介護の専門家が介護に関するお客さまの
お悩みやご相談に専門的な視点からアドバイスいたし
ます。また、情報の選別が難しい公的介護保険外の
サービスの利用についても、提携する介護関連事業者
のサービスをご案内することで、介護をする方・される
方の双方がより良い暮らしを送ることをサポートいた
します。
　専用コールセンターでご案内する公的介護保険外
サービスは、介護予防への取組支援や、信託・任意後
見契約のご相談などの資産管理支援サービス、在宅介
護のサポートサービス、高齢者施設選びの対面相談・
優待入居等、幅広くご用意しております。
　今後、こうしたサービスの提供を通じて介護事業に
関する知見の蓄積を進めるとともに、先行展開地域の
お客さまによるご利用状況を確認しながら、全国展開
を目指してサービス内容・提携事業者の追加や展開地
域の拡大に取り組む予定です。

イノベーションの推進
　昨今のデジタルテクノロジーの進化や超高齢社会の到来、消費構造の変化等の急激な外部環境の
変化に対応していくために、住友生命では全社をあげて「イノベーションの推進」に取り組んでいます。

新規ビジネス企画の取組み

既存事業の推進
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　デジタル技術を活用したビジネスの変革により、お
客さまに新しい経験や価値を提供していくため、革新
的なビジネス・サービスをスピーディに創出していくこ
とを目的として、2018年4月に「スミセイ・デジタル・イ
ノベーション・ラボ」を東京と米国シリコンバレーに開
設、2020年4月にはデジタルイノベーション推進室とし
て正式に組織化しました。
　同室では、最新テクノロジーの情報収集力向上と迅
速な実証実験（Proof of Concept）の実施を通じ、他
業態やICT企業など外部の知見も積極的に取り入れ
ながら、お客さまの利便性の向上や社会課題の解決に
繋がる新しいビジネス・サービスの創造に取り組んで
います。
　国内においては、株式会社プラスメディや三井住友
海 上あいおい生 命 保 険 株 式 会 社と提 携し 、PHR

（Personal Health Record）を活用した給付金デジタ
ル請求の他、ブロックチェーン技術やAI（人工知能）を

活用し、販売活動やサービスの高度化に向けた実証実
験を進めている一方で、特定の事業分野に強みを持つ
スタートアップ企業や、VC（※1）への戦略的な出資を行
うことで、スタートアップ企業とのネットワーク構築や
人材育成、事業創出プログラムへの参加を通じたデジ
タル・イノベーションの加速を図っています。
　また、米国シリコンバレーにおいては、ベンチャー企
業の育成・支援事業を営む「Plug＆Play」（※2）に加盟す
るとともに、子会社であるシメトラとも協業し、現地に
おけるネットワークの構築や最新技術に関する情報の
収集を行っています。

※1 VC（venture capital：ベンチャーキャピタル）とは、事業会社や機関
投資家から資金を集め、ベンチャー企業に投資をすることで、投資先
企業の成長を支援し、資本収益の獲得を目的とした機関です。

※2 Plug＆Playとは、米国シリコンバレーに本部があるベンチャー企業
の支援企業で、ベンチャー企業向けの育成プログラム（アクセラレー
タ・プログラム）を開催し、大学・研究機関、各業界の先進的な企業、
投資家など幅広いネットワークを保持しています。

Plug＆Play（シリコンバレー） FINOLAB（東京）

　住友生命では中期経営計画に基づいた中期システ
ム化計画を策定し、常に先進的なIT(情報技術)を取り
入れ、お客さまサービスの更なる高度化に取り組んで
います。昨年度までの中期システム化計画（2019）にお
いては、スミセイライフデザイナー（営業職員）用タブ
レット型端末による各種電子手続きや、ウェアラブル
デバイスから取得される運 動データ等を活用した
Vitalityプログラム（健康増進型保険）などの提供を開
始しており、お客さま接点チャネルを中心とした利便
性の向上のため、順次効果的なシステムを構築してき
ました。

　2020年度からは新たな中期システム計画（2022）に
基づいて、「デジタル」と「人ならでは」の価値を融合さ
せることで新たな商品・サービスを提供していく「デジ
タルトランスフォーメーション」の実現に向けた取組み
を推進してまいります。
　迅速かつ柔軟なサービス提供や異業種連携を可能
とする自在性のあるインフラの構築や、アジャイル開
発手法など新たなシステム開発手法の採用、データサ
イエンティストなど高度専門人材の育成を推進してい
くことで、お客さまに寄り添い続けるサービスの提供
に貢献してまいります。

FinTechの戦略的活用
スミセイ・デジタル・イノベーション・ラボの取組み

IT（情報技術）の活用
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